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二第卷二第認雜究硏物 


て 0 0.( 學名 ) p ar o - gu a Matsumureana MakJ 卜鑑定シテアぐガ是^モ.大ナ 〆 誤ヲデアル先ブ第一- 
齒ガ小型デア，ノデ直グーー其レガ今日吾人ノ云フ所ノやまをてつデナイコトガ判力，ノミナラズやまそて〇ノ 
极莖ハ此圖ノ樣二橫走スダモノデナイ次ラ此レガ其レデナイコト、ノ直チニ首肯セラル、 

又其次第四一一『つる貫衆吼』トシテ圖シテアルモノハ今日吾人ノ稱スダつるでんだ〇即チ Polystichum craspedo - 
sorumDi . デアグ然ル-一同ジ卷末ノ「名疏」-二之ヲ『一名をうづるしだ0 1 一名いか.^しだ0辟 | 一名つるしだ。 
一名つるきじのを〇 §鞋戟(學名} P 。 一 ystichum lepklocaulon ( m ^ J . SMJ 卜記シーグアグガ是レモ亦非常ナル鑑 
定違ヒデアグ今此圖譜ノ圖デ ー 見スレバ其レガ直チ-一をうづるしだデナイコトガ分 〆 、夕 V '其葉末カラ苗ガ出 
テ居，ヲ見乃チ速了シーグ之ヲをうづるしだトシタトスレバ其レ、 A 隨分疎漏ナ見立ダト謂ハネパナラヌを$づる 
しだハモット大形ノ羊齒デ其羽片モ先キガ尖ッテ居 〆 又其羽片裏面ノ囊堆モ此圖ノ樣二一列ニナツタ大形ノモ 
ノデハナイ又葉柄ノ鱗片モ此圖ノ樣一一尖リ出テ、ノ居ナイ又葉綠一一圖ノ樣ナ毛ハナイ其レ故此圖一一對シテ今少シ 
ク精密一一考へタナラバ此レガ〇るてんだデナケレバナラヌコトガ容易-一看取セラ 〆 、ノデア 〆 

〇本草圖譜 M 「列當 I 種」卜記セル淡黃花ノ植物ハ何乎 

收野‘富太郞 

前記岩崎灌園ノ『本草圖譜』卷之一山草部二「列當一種」トシテ揭ゲテア A 一種ノ植物ガア，列當即チはまうつぼ 
ノ次二其圖ガアッテ圖傍一一「一種武州御山中に生ずる 7 P の花淡黄色なう」卜記シテアダガ抑モ此レパ如何ナ： 
，植物デアラウ乎 

著者岩崎灌園ハ此植物ヲ列當(はまうつぼ)ノー 種卜記セドモ是レハ決シーグ列當科/者デナク正/ゾク S ちやくさ 
う科ノ しゃく%'' ゃう3■う即チ _Monotropa Hypopithys L . - var . japonica . FKANOH. et SA<i 二 

本草■譜-1「列當一種」卜記セル淡黃花ノ植物ハ何乎 
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本草圖譜_1「列當一種」卜記セル淡黃花ノ樅物ハ何乎 __« __ 

ラ寫生シタ最初ノ原圖カラ私ガ模寫シタ圖ヲ次- i 揭テ見3ゥ此原圖一ーハ彩色ガ施シテアグガ此1 .1 ハ之1 K 墨繪卜 
シタ、其原圖ノ傍一一書テア 〆 「列當 /マウッボ御岳山產」 ノ 文字，、ノ灌園ノ自筆其 マ、 ノ字體デアグ今熟ラ此 
圖ヲ諦視スレバ其植物ガ決シテは まう つぼ類ノ老デハナク當二しゃくぢゃう3うデアラネバナラ ヌコトガ 直 二 
着取セラ，、、其圓キ子房ノ上一一短大ナル.一花柱ノ突キ立ッテ居，コト、其子房ノ堝圍 -1 數本ノ雄蘂ガ取リ卷 
イタ 生ズル コト ヽヲ見ョ！灌園ガ之ヲ は-± うつぼ/一種 トシタノハ 極 メタ 疎漏ナ見立テデア， 



本草圖譜刊行會デ出版-ーナッタ『本草圖譜』卷末ノ「名疏」 一一 之ヲ考訂シ テ 『きばなのは まぅ つぼ(學名) p.obaucr 
pycuostachya Hisce . (列當科)』 トシテアグノハ 非常ナ誤 デヨイ 加減ナ充 テ方ヲシタ乇ノ デ アル此 p py § ostaeh.ya 
HAKCE . / 特二黃色ノ 花冠 ヲ有スル カラき ばなのは まぅつぼ 卜 和名ヲ付 ケタ モノ デ ハアルガ然シ此者、ン北支 那 
ノ產デアツテ 我日本 ニハ 產シナイ 其 レ 故武州ノ 御嶽ナド -1 アグべキ箬ノモノ デ ハナイ 

右ノ 刊行會デ出版シツヽア 〆 此『本草圖譜』ハ大層立派-一印刷ガ出來テ私等 ハ 斯學界 ノ爲一一 常 一一大 一 I 祝シテハ居 
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號二第卷二第誌雜究硏物植 


ダガ然シ新-一每卷末-!附セル「名疏」- 1 ハ所謂玉 -i 瑕デ餘リーー多クノ誤謬ガ諸處一一頻出シ每々識者ノ顰蹙ヲ買ッ 
ーグ居 V ノハ頗ル遺慽ナコトデアルパカリデナク實二世人ヲ誤マ，コトガ勘クナイト同時-一亦考訂者ノ名譽ニモ 
關スル、 :$ モ過ギル荷物ヲ脊負ッタ副官ヲ引キ連レタ主將ハ其レガ爲二當サ- 1 我身モ亦共一一其責任ヲ分擔セネ 
パナラヌ立チ場二立チ到ッタコトーー私ハ同情スル、噫 

〇植物古名考(承 S 

東京 永沼小一郞 

如上ノはぎ ハ少クモ 三種 ノ混稱 デ有ッタデ有ラウ平安朝ノ初.ノ頃カラはぎノ名ガ種々一一形狀 セラ 〆 、 事トナッ 
夕併シ是レニ今 EJ ノ種名ヲ充ツル事ハ頗，難事デ有,ガ今分布上カラ今名ヲ充テ試ミ，コト左ノ如タデア A 
【 n 1 】 みやぎのはぎ宮城野萩本朝鬪靜集 今名は ぎ、 一名みやぎのはぎ、一名な つは ぎ 
鴨長明ノ無名抄二云フ『乙のためなか f : r : はて、のぼ6けるときみやぎの、はぎをほ$て長櫃十二合に入てもて 
のぼうければ人あまねくき、て京へ s りける日は二條大路に乙れを見ものにして人多くあつまりてくるなども 
あまたたて 7' a りとぞ』 

ハイ〕みやぎの、はぎ續千載集 (宮城野ノはぎ) 

分け過ぐる A の袖まで宮城野の秋の錦はうつろひにけう 三條入道內大臣 
(口) もとあらのはぎ^拾遺集 (本荒ノはぎ) 

常城野に妻とふ(乙ふ f ) 鹿ぞ叫ぶ なる 本 あらの 萩に露や SIT けき 藤原長能 
(ハ)からはぎ 古今 to 物 名 (韓 はぎ) 

うつせみのからはきごとにと C むれどた^の行へをみぬ?:'かなしき ょみ人しらず 
植物古名考(承前) 


















